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鋳物砂用珪石

古生層のチャｰトが花闇岩の熟変成作用をうけて再結晶したもので

このような組織をモザイク構造というまさしく丸木を積み重ねて

それを横からみた状態に似ている一般に再結晶した石英偉｢噛み合

い｣構造になるのが普通であるがここに見られるものは各粒子が単独

に成長ししかも丸味を帯びて大きさにあまりばらっきが加･

鋳物砂はこの鉱石をほぐし乾燥しそれから粘土分を取り除き粒

の大きさを揃えたものであるこうして得られた製昂は有名祖オタワ

･サンドカムラン･サンドに匹敵する高級桂鋳物砂となり現在精

密な鋳造に使用されている(長野県浅間鉱山産)井上秀雄�


